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明治期フランス小説翻訳の諸問題
- モーパッサンの短篇小説と話法-






















































































































































































のか? ほんとに人の一生くらゐ不思議な変はり易いものはない ! ほんとに些細な事が
われわれを栄えさせも枯れさせもするものだ !
5)MmeLeiselsesentit6mue.Alait･elleluiparler?Oui,certes.Etmaintenantqu'ele
avaitI)aV6.eleluidiraittout.PourquoilつaS?(Ibid.)
青柳訳 :ロワゼル夫人は何かしら胸がつまった｡話しかけてみようかしら? そうだ､か
まうものか､いまではもう借金を払ってしまったのだから､なにを言ったっていいわけだ｡
なんの遠慮がいろう｡
(a) (訳文には欠如)
(b)ろあぜる夫人はなっかしさと､牡しさとに痛く心を動かしぬ｡彼女は彼女に言葉かけむ
と欲するなるが､もとよりなり｡凡ての負債を果したる今､ことの始終を語らまほしう思
-るなり､仔細あるまじ｡
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(C)彼女は言も掛けず､其値知らぬ鉢で分れたらうか､否､十年の間苦しんだも皆堀田夫人
の御蔭だ､何で話し掛けずに居られやう｡づかづかと進み寄って､ト ･･･]
(d)岩夫 (よもや)房子に顔を合せはすまいと､読者は推せらる でゝあらうが､否､否お敬
は今こそ頚飾紛失以来の一伍一什 (いちぶしじふ)をざっくばらんに打明けや うとさ-汰
心したのであった｡
(Ⅹ)ロアゼル夫人の心は動いた｡彼女は言葉をかけようとしたか? さうさ､無論のことだ｡
金を捕ってしまった今こそは､彼女はそれについての一部始終を打明けようとした｡構ふ
ものか｡/彼女は近寄った｡
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